
分譲マンションにおける
FSC プロジェクト部分認証取得（LVL材）に向けた取組みについて

2026.1.15
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本日の発表の目的

・FSC認証材を活用した事例の共有

・実務・判断プロセスの紹介

・分譲マンション「グラウンディ大濠」での取組み
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1．はじめに



1．はじめに

九電不動産株式会社
住宅事業部 部長 有吉光希
一級建築士、一級建築施工管理技士
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九電不動産株式会社

1963年 森林都市株式会社設立
 福岡県宗像市を中心に戸建事業を展開

1988年 九州電力㈱  子会社となる
2003年 分譲マンション「GRAND  OAK」を展開
2008年 九電不動産㈱に商号変更
2025年 分譲マンション 新ブランド「GROUNDI」発表

自己紹介

会社沿革



実例紹介 分譲マンション32件（2003～2025）

4

1．はじめに

オール電化、ZEH-Oriented、電気自動車充電設備等を備えた住宅の供給
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創業60周年の

節目

地場企業としての

存在価値

不動産事業で

社会課題へ

取組みの基点

2．取組みに至った背景



開発前 開発後
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グランドオーク別府碧のテラスにおける原体験

• 開発による環境の変化

• 森林課題への問題意識

2．取組みに至った背景



7

九州の

森林課題

林業の

後継者不足

台風等の

災害リスク

鳥獣被害

杉花粉の

健康被害

国産材利用の

低迷

環境保全への取組みの必要性

2．取組みに至った背景
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用途別製材品出荷量の推移

2．取組みに至った背景

（資料）「木材需給報告書」（農林水産省）、平成17年以降「木材統計」（農林水産省）
（注）工場出荷時における用途別出荷量である。
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2．取組みに至った背景

新栄合板工業株式会社

森林環境保全のため全量国産材を使用
「環境と地域の未来」を見据えた経営

• 合板には不向きとされた国産材を活用した合板が好評

• 目指すは九州の発展、そして地球環境の保全

国産材の一大生産地である九州の再生可能な森林資源を有効活用した九州唯一の合板メーカー。
国産材の利用比率は、業界平均6割を大幅に上回り、全量国産材を使用する。
合法木材認定、森林認定（FSC・SGEC）を取得、使い勝手のいい輸入材よりも、
地域の森林保全に繋がる国産材の使用に強くこだわる。また、地域での雇用、地域の企業との
連携に積極的に取組み、九州地域の林業活性化に貢献する、地域密着型企業。

熊本県水俣市

施工の容易性・強度性能に優れた合板

これまで合板に不向きとされてきた国産材の節やヤニ・反り・
ねじれ等を、生産技術の向上や加工法開発により克服。
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2．取組みに至った背景

2024年より九州産木材をLVLに活用する仕組みを構築

• 安定供給体制の構築

• 地域材を活かし、
  市場として成立させるパートナーとして協働
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2．取組みに至った背景

九電グループ各社で支援する「九電みらい財団」 みらいの森を育てようプラン

九電不動産の毎年の寄付活動

九電みらい財団の取組みと当社の寄付活動
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検討の転換点
―なぜLVL・なぜ下地材かー

• FSC認証を取得した内装建材の市場流通量が限られており、安定供給が困難
• ウッドショックにより、LVL用ポプラ材の調達が不安定、価格高騰
• 九州には杉資源が豊富にある一方、そのままでは使いづらい
• 表面材では不燃性等の制約が大きい
• 加工することで「下地材として活用する」という発想へ転換

• 九州電力社有林に着目
→FM認証林「くじゅうの森」の活用

2．取組みに至った背景
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3．グラウンディ大濠プロジェクト概要

グラウンディは「土地を尊ぶ」をコンセプトに掲げ、
その地に息づく文化や風土を丁寧に読み解き、建築空間として再び息吹を与えることで
地域の魅力を住まいに昇華させるハイエンドレジデンスブランド



項 目 内 容

物件名 グラウンディ大濠 新築工事

建築主 九電不動産株式会社

構造

総戸数

鉄筋コンクリート＋S造（最上階）

地上9階建/10戸

建物概要

【計画概要】
・デザイン設計・監修起用 Wonderwall ®片山正通氏
・九州に地縁のあるパートナーとの共創（ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ、照明ﾃﾞｻﾞｲﾝ等）
・階層による仕様変更 6階・最上階：ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾌﾛｱ/2～5階：ｸﾗﾌﾞﾌﾛｱ
・全戸屋根付き駐車場（11台）
・設計変更範囲拡大
・くじゅうの森 FSC認証材使用 FSCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部分認証（取得予定）
・低炭素認定住宅（取得予定）/ZEH-M Oriented（取得予定）

【設備仕様】
・全館空調システム
・IOTシステム
・オール電化（エコキュート）、マンションまるごとBBIQ（QTｎｅｔ）
・EV充電サービス「PRiEV」
・AED設置
・住戸毎ごみ置き場設置し回収サービス・ 24時間ごみ出し可
・ディスポーザー
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3．グラウンディ大濠プロジェクト概要

新ブランド「GROUNDI」立上げ 第一号物件
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3．グラウンディ大濠プロジェクト概要

サスティナブルな取組みを推進

FM認証林「くじゅうの森」
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①FSC認証LVL採用

4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み

・住戸内壁・天井下地でFSC材活用

・構築したスキームを応用



育苗 新植 下刈

つる切

り・除

伐

枝打 間伐 主伐 出荷
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②くじゅうの森の間伐材の活用

4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み

100年生
58年生

39年生

13年生

• COC認証を取得している
 九電グループの「九州林産」で森林管理を実施

• 間伐材→建築資材へ活用

• 本物件では、概ね35～45年生の間伐材を活用予定

間伐
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4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み

森の所有者

森の管理者

単板

メーカー
LVLメーカー

ゼネコン

九電不動産

①

⑤

④③

②

【木材数量のヒアリング】

① 社有林の木材活用スキーム検討

② 必要LVL本数算出依頼

③ LVL規格確認

④ 必要原木本数確認

⑤ 原木伐採計画依頼

・納期調整

①

③流通ルート・納品調整



【1-1.森林所有】

九州電力

(FM認証)

【1-2.森林管理・伐採・運搬】

九州林産

(CoC認証)

【2-1.

単板加工】

新栄合板工業

大分工場

(CoC認証)＊

【2-2.

LVL加工】

シンエイ

テクノウッド

(CoC認証)＊

【2-3.商社】

トーヨー

マテリア

(CoC認証)

【2-4.

現場施工】

木軸施工会社

【2-5.

現場管理】

松本組

【2-6.

プロジェクト

管理者】

九電不動産

LVL単板

杉丸太
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4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み

③流通ルート・納品調整

＊新栄合板工業 大分工場、「新栄合板工業のグループ会社「シンエイテクノウッド」共にCoCマルチサイト認証取得
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―事例として社会に伝えるための認証―

• 当社独自のFSC対応マニュアルを作成

• FSCプロジェクト部分認証を申請

• 今後のプロジェクトにも適用可能な社内基盤

• 認証取得と広告・広報を正しく行うための取組み

4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み



【1-1.森林所有】

九州電力

(FM認証)

【1-2.森林管理・伐採・運搬】

九州林産

(CoC認証)

【2-1.

単板加工】

新栄合板工業

大分工場

(CoC認証)

【2-2.

LVL加工】

シンエイ

テクノウッド

(CoC認証)

【2-3.商社】

トーヨー

マテリア

(CoC認証)

【2-4.

現場施工】

木軸施工会社

【2-5.

現場管理】

松本組

【2-6.

プロジェクト

管理者】

九電不動産

プロジェクトメンバー

LVL単板

杉丸太
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4．FSCプロジェクト部分認証の取得に向けた取組み

FSCプロジェクト部分認証申請におけるプロジェクトメンバー
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2025.08

審査機関と

契約締結

2025.08～

マニュアル

作成

2025.11

プロジェクト

メンバーへの

教育訓練の実施

2025.11

本審査

2026.03

本審査

承認

予定

5．FSCプロジェクト部分認証申請の手続き

取得までのスケジュール

2026

着工

2026

最終審査

申請

2027

木軸施工

2027

最終審査

2028

最終審査

承認

FSCプロジェクト
部分認証取得
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6．本審査承認後の企業PR・広告展開

• 国産材を活用したFSC認証材LVLの分譲マンション
（2025年12月時点・国内初）

• 会社としてプレスリリースを実施

• 物件ホームページ・パンフレット等で購入検討者へ訴求
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7． FSC制度に対して今後期待していること

• 建築分野（マンション）での事例・ノウハウの共有

• 部分認証を含む、取得～広告までの分かりやすい整理

• 建築業界に向けたFSC認証の価値・意義の発信強化
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8．まとめ

森林課題に向き合う建築的アプローチ

FSC認証材・国産材は実務として成立

今後も関係企業と連携し、取組みを継続
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